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１／５
傘宇治市民憲章から

計５
８

緊ひとりひとりを

尊敬しましょう
t
o

ｉ
n

ｉ
n

こ
と
し
は
、
国
際
障
害
者
年
卜
。

障
害
を
も
つ
。
す
べ
て
の
人
々
の
社
会
へ

の
「
完
全
参
加
と
平
等
」
の
実
現
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
九
九
一
年

ま
で
の
「
障
害
者
の
十
年
」
の
出
発
点

地域に根ざす手話サークル

に
も
あ
た
る
年
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

手
話
を
通
し
て
障
害
者
の
問
題
を
自
分

た
ち
の
問
題
に
…
…
と
励
ん
で
お
ら
れ

る
市
内
の
手
話
サ
ー
ク
ル
を
訪
ね
て
み

ま
し
た
。

会
員
は
若
者
が
中
心

宇
治
手
話
サ
ー
ク
ル

活
気
あ
ふ
れ
る

学
習
会

通
り
分
庁
舎
内
）
は
、
若
い
人
で

活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

宇
治
手
話
サ
ー
ク
ル
は
、
ニ
″

ク
ネ
ー
ム
を
「
茶
だ
ん
ご
」
と
い

っ
て
若
い
人
が
中
心
で
す
。
高
校

生
や
<
!
Ｋ
社
員
な
ど
二
十
三
人
が
指

導
員
に
合
わ
せ
Ｉ
憲
一
の
実
技
学

習
。
み
ん
な
一
日
で
も
卓
ぐ
手
話

衆
見
え
て
、
手
話
で
会
話
を
し
よ

障
害
者
と
の
交
流

を
深
め
よ
う

Ｉで舎庁分所役市く会例ルク一サ話手治宇▲

高
校
へ
行
っ
て
も

主婦22人が集って

小倉手話サークル

Ｅ際ｔレＥＪ

活
動
さ
れ
て
い
｀
チ
。

あ
る
主
婦
は
「
手
話
鳶
筧
え
て

耳
犀
活
の
中
で
活
用
し
、
理
解

に
西
っ
て
い
參
た
い
で
ｙ
。
私
の

掌
兄
だ
手
話
を
家
刄
石
も
に
も

教
え
て
い
ま
ｙ
。
ぜ
ひ
、
一
人
で

も
多
く
の
人
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ごあんない

宇治手話ｻｰｸﾙ

｢茶だんご｣

地
域
住
民
の

相
互
理
解
を
求
め

友
だ
ち
に
呼
び
か
け

サ
ー
ク
ル
づ
く
リ

払子四Ｉ－Ｊ

近
聊
の
蒲
池
さ
ん
と
い
っ
も

の
ぷ
コ
に
メ
モ
用
紙
片
手
に
筆

談
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
彼
女

の
友
だ
ち
が
遊
び
に
こ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
方
ｔ
５
Ｋ
ｖ
ｒ
v
i
§
者
Ｖ

す
。
そ
れ
か
ら
の
二
人
は
、
手

話
で
ペ
チ
ャ
ク
チ
ャ
く
。
笑

っ
た
り
、
シ
な
ず
ぃ
た
り
大
変

で
す
。
私
を
無
視
し
て
…
…
健

聴
者
の
私
は
シ
ョ
ボ
ン
…
…
。

国際障害者年シンボルマーク

ち
が
集
ま
っ
て
い
る
学
習
サ
ー
ク

ル
で
ｙ
。
手
話
の
学
習
か
通
じ
て

>
０
'
t
＾
^
８
者
の
人
た
ち
怠
″
だ
ち
に

な
り
ま
せ
ん
か
。
■

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
活
動
内
容
・
：
例
会
奎
諧
天
嘔

ｍ
午
後
七
時
～
八
時
半
。
市
役

所
分
庁
舎
『
（
た
だ
し
、
第

三
週
は
地
域
交
流
会
の
た
め
休

み
）
手
話
実
技
や
v
Ｃ
Ｖ
ｒ
*
t
§
者
問

題
の
学
習
、
交
流
＊
≪
:
:
ｃ
.
i
)
≪
ｗ
°

＞
入
会
方
法
・
・
・
入
会
申
込
Ｓ
に
合
一

費
奎
添
え
て
、
例
会
の
と
き
に

申
１
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

▽
合
一
費
土
ヵ
月
百
五
十
円
。

▽
問
忿
彩
せ
・
・
・
く
わ
し
い
こ
と

は
、
長
谷
川
政
興
（
ｔ
Ｓ
＾
ｎ
ｃ
ｏ

３
７
１
)
>
Ａ
Ｘ
ま
Ｖ

そ
の
時
思
っ
た
の
で
ｙ
。
絶

対
手
話
鷺
胃
え
て
冗
談
＆
ｉ

で
出
来
る
よ
.
ｎ
に
な
≫
Ｏ
'
Ｃ
Ｍ
Ｊ
°

そ
の
日
か
ら
蒲
池
‘
’
λ
に
特
訓

を
翼
け
て
早
や
二
年
。
昨
年
は

市
民
＜
Ｒ
館
の
手
話
教
室
に
通
い

ま
し
た
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ
で

す
。
そ
こ
で
、
友
だ
ち
に
呼
び

か
け
て
サ
ー
ク
ル
を
つ
ぐ
る
こ

と
に
な
吟
ま
レ
だ
。
今
Ｖ
Ｊ
Ｈ
'

誰
が
一
番
早
く
習
得
１
呂
か

.
c
＼
れ
し
い
競
争
衆
し
て
い
ま
７
。

私
自
身
、
手
話
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
初
め
て
、
ろ
２
の
者

の
人
々
の
心
の
痛
み
を
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
ぴ
夕
り
か
っ
た
よ
.
C
N
ｔ
<

気
が
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
サ
ー
ク
ル
＊
)

茜
壁
谷
る
た
め
が
ん
ば
り
ま

す
。
（
小
倉
手
話
サ
ー
ク
ル
代
表
）
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第

れ
て
も
納
税
額
の
還
付
は
し
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
軽
自

動
車
税
の
対
象
と
な
る
車
に
つ
い

て
、
所
有
者
な
ど
に
な
っ
た
と
き

は
十
五
日
以
内
に
、
所
有
者
な
ど

で
な
ぐ
な
っ
た
と
き
は
、
三
十
日

以
内
に
届
出
か
じ
て
ぐ
だ
さ
い
。

〈
届
出
先
〉
▼
原
動
機
付
自
転
車

心
1
2
5
m
｛
下
の
バ
イ
ク
｝
農
耕
作

業
用
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車

・
・
・
市
役
所
市
民
税
課
へ
▼
二
輪
・

三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車
・
・
・
陸
運

事
務
所
内
の
軽
自
動
車
協
会
へ
▼

二
輪
の
小
型
自
動
車
・
・
・
陸
運
事
務

所
へ
。
（
市
民
税
課
）

基
本
的
人
権
の
尊
重
を

五
月
三
日
は
憲
法
記
念
日
。

憲
法
は
、
国
民
が
憲
法
の
制
定

者
で
あ
る
と
い
勺
国
民
主
権
や
、

平
和
、
基
本
的
人
権
奎
尿
則
と
し

た
国
の
最
高
法
規
で
ｙ
。

と
く
に
、
憲
法
は
、
私
た
ち
の

人
権
牽
守
り
、
忠
刄
腐
障
し
て

い
る
も
の
で
す
。

憲
法
記
念
日
侭
￥
え
る
に
あ

た
り
、
憲
法
の
意
義
剪
私
た
ち
の

身
近
な
暮
β
に
ぶ
ら
今
一
度
じ
っ

く
り
タ
そ
み
ま
し
ょ
う
。

部
落
差
別
を

な
く
そ
う

憲
法
で
は
基
本
的
人
権
が
保
障

さ
れ
て
ぃ
ま
ふ
、
現
実
に
は
、

部
落
差
別
を
は
じ
の
い
ろ
い
>
w

と
こ
ろ
で
人
権
が
完
全
に
保
障
さ

れ
て
い
な
い
事
実
が
あ
り
ま
ｙ
。

こ
の
中
で
も
部
落
差
別
が
な
ぜ
っ

く
ら
れ
存
在
し
て
い
る
の
か
考
凡

て
み
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
今
Ｂ
の
同
和
問
題
と
は
、

封
建
襲
お
身
分
制
度
に
萬
っ
く
’

差
別
が
い
ま
な
お
解
決
さ
れ
ず
、

身
分
制
度
は
政
治

的
に
作
ら
れ
た

近
代
化
の
中
で

深
ま
る
差
別

同
和
問
題
の

解
決
め
さ
し
て

C
£
>

ｏ
ｏ

Ｏ
■
5

187のそく

今
日
に
伝
え
ら
れ
た
芸
能
と

素
材
の
古
さ
｀
宗
す
例
と
し
て

面
白
い
。

「
栗
隈
神
明
」
は
、
前
回
に

み
た
『
今
神
明
』
と
同
様
に
、

宇
治
の
神
明
社
祭
礼
を
舞
台
に

し
た
狂
言
だ
が
、
「
今
神
明
」

と
は
ち
が
っ
て
ず
い
ぷ
ん
と
ス

し
て
の
讐
の
な
混
然
今
了
屯
営
。

神
戸
「
茶
皿
‘
紬
隈
濃
」
松
の
太
郎
夫
婦
が
、
参
詣
の

「
簸
屑
」
「
鑓
包
丁
」
「
通
圓
」
人
々
に
早
治
の
若
葉
の
茶
M
＾

な
ど
か
ほ
じ
め
と
し
て
茶
か
題
す
め
、

材
と
し
て
と
旦
淳
辿
も
の
が

多
い
。
「
茶
壷
」
と
い
う
の
は

京
都
栂
尾
に
葉
茶
を
買
い
に
や

っ
て
き
た
中
国
地
方
の
田
舎
人

が
、
帰
途
の
街
道
で
ス
″
パ

亭
ハ
）
に
茶
壷
忽
諸
い

¨

両
人
の
仲
裁
に
入
っ
た
目
代

（
国
司
の
代
理
人
）
が
、
た
く

み
に
そ
の
茎
｀
を
せ
し
め
る
と

い
う
一
件
か
播
い
た
も
の
で
あ

る
。
本
茶
＝
栂
尾
茶
と
し
て
、

宇
治
の
茶
が
い
ま
だ
そ
の
地
位

を
買
得
し
て
い
な
い
時
期
に
お

け
る
本
茶
・
非
茶
の
比
較
な
べ

個人市民税の

非課税基準など
市税条例を一部改正

茶
を
た
て
て
一
同
讃
美

別
な
み
か
た
か
そ
れ
は
、
「
今

神
明
」
に
み
る
滑
稽
味
こ
そ
、

室
町
期
に
お
け
る
庶
民
の
本
当

の
。
笑
い
ド
で
あ
っ
た
と
い
え

な
く
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
。

「
今
神
明
」
と
「
栗
隈
神
明
」

も
、
狂
言
が
す
ぐ
れ
た
芸
能
と

し
て
洗
練
さ
れ
て
い
っ
た
。
近

世
に
か
け
て
の
時
代
像
の
差
異

牽
よ
く
示
し
て
い
る
。

宇
治
で
は
な
い
が
、
丹
波
の

太
郎
冠
者
が
や
っ
て
ぐ
る
。
ひ

と
休
み
す
る
太
郎
冠
者
に
、
茶

屋
の
求
人
は
茶
か
勇
か
し
て
や

ろ
ラ
こ
ｙ
る
が
、
太
郎
は
茶
屋

に
あ
る
酒
多
λ
と
い
う
。
酒

は
き
β
し
て
い
る
と
す
る
求
人

と
太
郎
と
の
会
話
が
続
い
た
あ

げ
ぐ
、
結
局
は
太
郎
が
運
ん
で

き
た
樽
を
あ
け
て
酒
宴
と
な
っ

た
。
本
来
な
ら
ぽ
、
茶
を
ぷ
る

ま
ラ
茶
店
で
酒
｀
右
飲
め
る
と

狂
言
の
中
の
茶

し
た
後
に
、
太
郎
が
神
明
社
の

縁
起
＊
)
ｉ
語
る
と
い
う
の
が

「
栗
隈
神
明
」
の
筋
書
で
、
そ
こ

に
は
、
ラ
ず
汚
い
夫
婦
の
罵
声

や
、
に
わ
か
仕
立
て
で
み
す
ぼ

ら
し
い
道
具
だ
て
の
茶
屋
の
風

景
は
な
い
。
「
今
神
明
」
夕
優

世
に
な
っ
て
祝
言
曲
に
改
作
し

た
の
が
、
こ
の
「
栗
隈
神
明
」

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

市
議
会
四
月
臨
時
会
で
。
市
税

条
例
の
一
部
改
正
㈲
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
市
税
条
例
の
改

正
は
、
去
る
三
月
の
国
会
で
、
地

方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
と
も
な
ら
も
の
で
、
主
な
改

正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
市
民
税
の

改
正
点

■
所
得
割
の
非
課
税
措

置
の
新
設

住
民
負
担
の
軽
減
奎
凶
る
た
め

五
土
八
年
度
分
に
限
り
、
所
得
の

夕
罪
課
税
と
す
る
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
非
課
税

基
準
額
は
、
標
準
世
帯
（
夫
婦
、

子
芦
も
二
人
）
で
百
八
万
円
で
、

給
与
所
得
控
除
を
加
味
し
た
収
入

金
額
で
の
非
課
税
限
度
額
は
、
百

ぢ
十
五
万
七
千
円
と
な
り
ま
す
。

老
ノ
坂
峠
に
あ
っ
た
茶
屋
盈
題

材
に
し
た
狂
言
に
「
杢
ハ
駄
」

と
い
’
「
作
品
が
あ
る
。

生
来
の
百
姓
忿
偕
て
た
あ
る

男
が
、
往
来
の
人
々
に
茶
奮
問

っ
て
渡
世
の
業
と
し
た
の
が
こ

の
峠
の
茶
屋
。
そ
こ
へ
丹
波
か

ら
主
命
に
よ
っ
て
十
二
頭
の
牛

に
薪
奎
ハ
駄
と
炭
六
駄
半
、
そ

れ
に
酒
一
樽
を
京
の
都
に
運
ぶ

（
五
十
五
年
度
分
の
課
税
最
低
限

は
百
五
十
八
万
四
千
円
で
し
た
）

■
老
人
配
偶
者
控
除
の

新
設

配
偶
者
控
除
額
は
二
十
二
万
円

で
ｙ
が
、
障
害
者
で
な
い
七
十
歳

以
上
の
参
人
配
偶
者
控
除
が
今
年

か
ら
設
け
ら
れ
ま
し
た
の
や
そ
の

額
は
二
十
三
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

■
均
等
割
の
非
課
税
基

準
を
引
き
上
げ

均
等
割
だ
け
忿
納
め
る
人
の
非

課
税
基
準
の
基
礎
と
な
ゑ
積
が

二
十
二
万
円
か
ら
二
十
三
万
円
に

Ｉ
呈
げ
β
れ
ま
し
た
。

■
法
人
税
割
の
税
率
を

引
き
上
げ

五
土
〈
年
八
月
一
月
後
に
終

了
す
る
事
業
年
度
分
か
ら
、
税
率

が
一
四
・
五
％
か
ら
、
一
四
・
七

刄
に
引
零
エ
げ
身
笛
し
た
。
こ

の
改
正
は
、
法
人
所
得
課
税
全
体

り
コ
の
は
、
い
か
に
も
径
来
の

頻
繁
な
街
道
筋
の
茶
屋
の
風
景

で
あ
る
。

こ
の
太
郎
冠
者
の
場
合
、
「
是

処
で
一
つ
飲
ま
う
と
思
う
て
泳

ぎ
着
く
様
に
し
て
来
た
」
と
い

う
。
前
回
の
『
今
神
明
』
と
と

も
に
、
な
ん
と
も
ほ
ほ
え
ま
し

い
庶
民
世
界
で
の
茶
売
り
風
景

で
は
あ
る
の
だ
が
、
一
方
で
街

に
占
め
る
割
合
が
市
町
村
に
低
ぐ

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
人
税

の
税
率
の
引
章
ヱ
げ
に
伴
･
m
民

税
法
人
税
割
の
増
収
分
を
市
町
村

に
凱
点
的
に
配
分
さ
れ
る
ぷ
フ
法

人
税
割
の
税
率
に
調
整
が
施
さ
れ

た
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
地
方

税
法
の
改
正
で
は
府
民
税
の
税
率

は
、
標
準
税
率
を
五
・
一
石
か
ら

五
・
〇
％
に
、
制
限
税
率
全
ハ
・

一
石
か
ら
Ｉ
ハ
・
○
％
に
引
き
下
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
均
等
割
の
税
率
適
用

基
準
が
変
更

均
等
割
の
税
率
は
、
資
本
の
金

額
（
出
資
金
額
）
と
従
業
者
数
を

基
準
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
し
巡
が
、

株
式
の
時
価
発
行
に
よ
る
増
資
が

積
立
金
額
を
加
え
、
税
率
が
区
分

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
改
正
は
、
五
土
八
年
四

月
一
日
以
後
に
終
了
ず
る
事
業
年

度
分
か
ら
適
用
さ
れ
康
ｙ
。

道
筋
に
あ
ぴ
が
ち
な
事
件
が
こ

シ
し
た
茶
屋
か
舞
台
に
し
て
ま

息
３
)
ｊ
ｓ
i
’
≪
た
w
i
P
i
m
a

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
狂
言
の
題
材
と

し
て
今
Ｅ
に
伝
え
ら
れ
る
と
い

－
新
築
住
宅
減
額
措
置
の

床
面
積
要
件
の
改
正

新
築
住
宅
の
建
設
促
進
と
住
民

負
担
の
軽
減
之
凶
る
た
め
、
一
般

住
宅
に
つ
い
て
は
取
得
後
三
年
度

間
は
、
固
定
資
産
税
額
の
二
分
の

一
相
当
額
を
減
額
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
適
用
夕
受
け
る
住
宅
の

床
面
積
要
件
奮
日
平
方
が
以
下
で

あ
っ
た
も
の
蔵
百
六
十
五
平
方

‐
以
下
（
た
だ
し
、
百
平
方
μ
ま

で
の
部
分
に
つ
い
て
二
分
の
一
減

額
）
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
割
課
税
制
度
の
全
廃

■
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車
、
農
耕

作
業
用
自
動
車
以
外
の
小
型
特
殊

自
動
車
お
よ
び
二
輪
の
小
型
自
動

う
こ
A
W
あ
っ
た
。

宇
治
市
史
全
六
巻
頒
布
中

（
歴
史
資
料
室
）

ｊ
明神隈栗ｒ

の言狂

車
に
つ
い
て
、
同
一
市
町
村
内
で

の
所
有
者
の
年
度
中
途
の
庶
更
を

除
い
て
行
っ
て
い
ま
し
た
月
割
課

税
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る

す
べ
て
の
車
種
に
対
し
、
主
た
る

定
置
場
所
が
あ
る
市
町
村
に
お
い

て
、
四
月
一
日
現
在
の
所
有
者
に

年
税
額
か
課
税
す
る
こ
と
に
な
り
、

四
月
二
日
以
後
に
取
得
、
転
入
な

ａ
ｊ
Ｗ
れ
ま
し
て
も
年
度
内
は
課
税

せ
ず
、
ま
た
一
方
、
’
四
月
一
百
以

後
に
譲
渡
、
廃
車
、
転
出
な
ａ
Ｊ
Ｗ

※
会
場
の
周
囲
に
「
新
茶
」
の
の
ぼ
り
が
立
っ
て
い
ま
す
．

レ
回
ト
廠
ト

．
．
国
道
2
4
号
線

市民
茶つみの集い

あ
Σ
百
は
八
十
八
夜
－
Ｉ
こ

れ
か
息
石
の
街
に
は
、
新
茶
の

か
お
ぴ
が
漂
っ
て
章
柔
ｙ
。

宇
治
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
お
茶
に
親
兄
で
い
た
だ
こ

う
と
「
市
民
茶
つ
み
の
集
い
」
を

開
き
柔
ｙ
。

当
日
は
、
茶
摘
み
の
あ
と
宇
治

茶
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

初
め
て
の
人
も
係
員
が
説
明
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

参
加
さ
れ
る
人
は
午
前
９
時
半

に
直
接
会
場
へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
駐
車
場
所
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
車
で
の
お
越
し
は
公
慮

願
い
ま
す
。

▽
と
き
…
５
月
1
0
日
剛
午
前
９

堕
Ｔ
正
午
（
函
大
中
止
）

▽
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
町
久
保
の
小
山

洋
一
さ
ん
所
有
の
茶
園

（
農
林
茶
業
課
）

５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日

７
１
註
卜

信
号

場
ル
西
友

会
ピ
ス
ト
ア
ー

栄共

近
鉄
小
倉
駅

至
京
都
近
鉄
L
U
J
-
I
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8りよだ政市治宇勇ぐ

カ
ラ
オ
ケ
騒
音
の
防
止
を

京
都
府
公
害
防
止
条
例
で
も
規
制

騒
音
－
工
場
や
自
動
車
ば
か

り
で
な
く
、
身
近
な
牛
吝
騒
音
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
‘
’
チ
。

と
く
に
、
ス
ナ
ッ
ク
や
喫
茶
店
か

ら
響
い
て
ぐ
る
カ
ラ
オ
ケ
・
ジ
ュ

ー
ク
ボ
″
ク
ス
の
騒
音
は
、
近
所

に
大
変
迷
惑
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

こ
れ
ら
の
騒
音
は
、
京
都
府
風

俗
営
業
等
取
締
法
施
行
条
例
に
よ

っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
未
丁
。
Ｊ
｛
６

に
加
え
て
、
昨
年
京
都
府
公
害
防

止
条
例
が
改
正
。
住
み
よ
い
牟
吝

環
境
づ
く
り
少
遥
め
る
た
め
、
飲

食
店
や
喫
茶
店
な
ど
の
営
業
に
つ

い
て
騒
音
の
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
。
飲
食
店
な
ど
忿
営
業
さ
れ
て

い
る
人
は
当
然
、
こ
れ
ら
の
店
を

利
用
さ
れ
る
人
も
騒
音
防
止
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

◇

京
都
府
公
害
防
止
条
例
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
Ｋ

▽
騒
音
の
規
制
基
準

午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
竺
〈

時
ま
で
の
間
、
次
表
の
規
制
基

ｓ
m
え
る
騒
音
を
発
生
さ
せ

小
倉
町
西
浦

高
山
典
子
ち
ゃ
ん

・
ぷ

ｙ
廠

｀
■

ｆ
一
ぶ
か
／
ｊ

■
”

Ｊ
一

ん
で

匹犬琵

雲

咄
ヽ
・

ん
‘
゛
”

さ
て
さ

子
し
だ

お
集
く

る
募
絡

す
を
連

載
｀
ｊ
ご

掲
れ
へ

に
ま
課

欄
生
報

の
月
広

こ
５
書年

文

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

騒音規制基準

胆
▽
音
響
機
器
の
使
用
制
限

第
一
種
・
第
二
種
住
居
専
用
地

域
及
び
住
居
地
域
で
は
、
午
後

十
一
時
か
ら
翌
日
の
午
竺
八
時

ま
で
の
間
、
カ
ラ
オ
ケ
装
置
や

ジ
ュ
ー
ク
ボ
Ｚ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

防
音
設
備
に
よ
り
営
業
所
内
の

カ
ラ
オ
ケ
装
置
な
芦
か
ら
発
す

る
音
が
外
部
に
漏
れ
な
い
握
一

は
、
こ
の
制
限
夕
受
け
ま
せ
ん
。

▽
罰
則

騒
音
の
規
制
基
準
を
守
る
こ
と
、

音
響
機
器
の
使
用
制
限
な
ど
に

違
反
し
た
場
合
、
勧
告
や
五
万

円
以
下
の
罰
金
な
ど
の
措
置
が

ぐ
記
笛
す
。

（
環
境
保
全
課
）

心
な
ご
む
お
茶
席
（
昨
年
の
文
化
祭
か
ら
）

春
の
文
化
祭
実
行
委
員
心
一
で
は
、

今
年
も
春
の
市
民
文
化
祭
を
五
月

三
日
（
祝
）
と
四
日
（
振
休
）
、

市
民
会
館
・
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

・
宇
治
神
社
盈
蕩
に
開
准
ま
す
。

《
市
民
会
館
会
場
》

マ
３
日
・
・
午
後
１
時
か
ら
「
菊
の

さ
し
芽
教
拿

▽
４
日
：
午
前
Ｈ
時
と
午
後
２
時

に
、
早
μ
も
対
象
の
「
お
も
ち

ゃ
の
手
づ
く
ぴ
教
序
と
手
づ

く
り
お
も
ち
や
作
品
展

▽
３
・
４
日
・
・
午
前
1
0
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
、
盆
栽
・
写
真
・

生
花
・
俳
句
・
短
歌
・
手
芸
・

書
道
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
な
ど
の

作
品
展
示

《
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
会
場
》

マ
３
日
・
：
抹
茶
席

マ
４
日
・
：
煎
茶
席

ど
ち
ら
も
一
服
二
百
円
で
す
。

《
宇
治
神
社
会
場
》

マ
３
・
４
日
午
前
1
0
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
、
水
石
・
盆
栽
展

マ
４
・
５
日
：
無
形
文
化
財
長
沢

氏
春
さ
ん
一
門
の
能
面
展
示
と

解
説

府政懇談会
参加者の募集

京
都
府
で
は
、
宇
治
市
・
城
陽

市
・
久
御
山
町
の
協
賛
の
も
と
で

府
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
そ

こ
で
、
宇
治
市
民
の
中
か
ら
2
5
人

の
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

こ
の
懇
談
会
は
、
林
田
知
事
を

は
じ
め
副
知
事
な
ど
府
の
幹
部
が

出
席
。
府
民
と
親
し
く
話
し
、
意

見
や
要
望
な
ど
を
府
政
に
反
映
さ

せ
る
目
的
で
開
か
れ
る
も
の
で
す
。

▼
と
き
…
５
月
3
0
日
出
午
後
１

時
牛
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
京
都
府
茶

業
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
折
居
）
▼
対

象
…
2
0
歳
以
上
の
市
民
▼
応
募
・
：

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
５
月
1
0
日

ま
で
に
市
役
所
広
聴
係
へ
。

応
募
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
決

定
し
個
人
宛
に
通
知
し
ま
す
。

（
文
書
広
報
課
）

移
動
図
書
館
（
５
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

日
地
区
時
間
駐
車
時
間

５
／
1
2
㈲
伊
勢
田
1
4
品
～
1
5
恥
伊
勢
田
神
社

広
野
1
0
品
～
H
2
0
大
久
保
小
学
校

５
／
1
3
伽
奥
広
野
1
4
品
～
1
4
品
奥
広
野
入
口

神
明
1
5
祐
～
1
6
治
神
明
公
民
分
館
横

５
／
1
4
ｓ
南
陵
町
1
4
品
～
穏
4
0
二
丁
目
公
園
前

５
／
1
9
叫

南
山
1
4
品
～
1
4
品
南
山
ロ
ー
タ
リ
ー

黄
素
1
5
■
O
_
Ｕ
３
６
品
万
福
寺
駐
車
場

福
角
1
0
:
Ｓ
-
"
:
８
福
角
公
園
前

５
／
2
0
伽
志
津
川
1
3
肪
～
1
4
＆
’
竹
久
商
店
横
広
場

明
星
町
1
4
茄
～
1
5
茄
明
星
集
会
所
前

六
地
蔵
1
3
茄
～
1
4
‥
2
0
六
地
蔵
公
会
堂
前

５
／
Ｓ
Ｓ

御
蔵
山
持
4
0
1
1
6
茄
御
蔵
山
小
学
校

広
岡
谷
穏
3
0
～
1
4
祐
明
星
保
育
所
上
ル

５
／
2
6
g

東
南
山
1
4
泌
～
押
5
0
梅
垣
タ
バ
コ
店
前

岡
屋
1
3
‥
3
0
～
1
4
･
ｃ
岡
屋
小
学
校

５
／
2
7
吻
４
・
Ｏ
～
６
・
Ｏ
ユ
・
一
字
治
マ
ン
シ
ー
ン

木
幡
―
・
５
１
１
管
理
事
務
所
前

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉

５
月
の
休
室
日
は
、
毎
週
月
曜
日
と
３
・
５
・
８
・

3
1
日
で
す
。

７（
５

ｑ
″

案
内

母
子
家
庭
の

母
も
医
療
費
助
成

き
よ
’
つ
Ｓ
月
１
日
か
ら
「
母
子

家
庭
児
に
対
す
る
福
祉
医
療
費
の

支
給
事
序
の
申
請
か
受
け
付
け

ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
７
月
１
日
か
ら

適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
鸞
で
対

象
と
な
り
康
Ｋ
対
象
と
な
る
の

は
、
Ｏ
歳
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で

の
児
童
を
扶
養
し
て
お
り
、
健
康

保
険
に
よ
る
診
療
で
自
己
負
担
の

◇

（
社
会
課
）
日
時
や
会
場
、
対
象
、
注
意
事

項
な
芦
ほ
、
保
健
予
防
年
間
日
程

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

＝
一
種
混
合
予
防
接
種

５
月
１
日
か
ら
ポ
リ
オ
生
ワ
ク

チ
ン
の
投
与
が
は
じ
ま
り
毒
丁
。

小
児
マ
ヒ
か
ら
子
芦
も
を
守
る
た

め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
タ
服
用

さ
せ
て
ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
、
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ

き
・
破
傷
風
の
三
種
混
合
の
予
防

接
種
を
各
地
域
で
実
施
し
ま
し
た

を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

（
保
健
衛
生
課
）

◇

４
月
の
献
血

Ｖ
５
月
1
1
日
間
・
・
・
青
少
年
文
化

研
修
道
場
で
午
前
1
0
時
～
正
午
。

宇
治
黄
栞
病
院
で
午
後
１
時
半
～

３
時
半
▼
５
月
2
0
日
附
…
コ
ピ
ア

関
西
工
場
で
午
前
1
0
時
～
正
午
。

栗
村
金
属
工
業
吠
で
午
後
１
時
半

～
３
時
半
。

（
保
健
衛
生
課
）

◇

歯
の
教
室

お
子
さ
ん
の
成
長
と
む
し
歯
予

防
の
た
め
、
歯
の
教
室
を
開
孝
ま

す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

Ｖ
と
き
…
奇
数
月
の
第
３
木
曜

日
（
今
年
度
第
―
回
は
５
月
2
1
日
）

の
午
後
Ｉ
堕
Ｔ
３
時
半
▼
と
こ

ろ
…
宇
治
保
健
所
▼
対
象
・
・
・
一
歳

未
満
の
子
芦
Ｅ
き
ん
の
保
護
者
お

よ
び
妊
婦
Ｖ
内
容
・
・
・
歯
科
医
か
ら

み
た
子
芦
も
の
ひ
し
歯
、
む
し
歯

と
お
や
つ
（
実
習
）
、
歯
み
が
き
指

導
と
実
地
指
導
。

（
宇
治
保
健
所
）

催
し

市
民
吹
奏
楽
団
の

発
足
記
念
演
奏
会

宇
治
市
民
吹
奏
楽
団
の
発
足
記

念
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団
も
■
参

加
か
予
定
し
て
い
ま
す
。
‘
ヽ

Ｖ
と
き
…
５
月
1
0
日
間
午
後
２

時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
市
民
会
館
。

（
社
会
教
育
課
）

。
◇

障
害
者
の
た
め
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

市
教
育
委
員
会
で
は
、
心
身
障

害
者
教
室
に
参
加
さ
れ
る
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
は
、

心
身
障
害
者
の
｀
蓬
保
障
と
仲
間

づ
く
り
牽
の
ざ
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
計
圃
が
あ

り
求
ｙ
。
対
象
は
、
市
内
に
住
ん

で
い
る
心
身
障
害
者
で
、
義
務
教

育
か
終
了
し
、
養
護
学
校
に
通
学

し
て
い
な
い
人
で
す
。
費
用
に
つ

い
て
、
一
部
自
己
負
担
と
な
っ
て

い
未
了
。

こ
の
第
１
回
の
取
り
組
み
と
し

て
「
障
害
者
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
教
序
を
開
章
垂
ｙ
。
参
加

者
の
親
ぽ
ぐ
夕
ほ
か
る
た
め
、
障

害
の
程
度
に
負
笹
て
工
夫
し
た

ゲ
ー
ム
形
式
に
し
乖
ゐ
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
５
月
1
0
日
剛
午
後
１

時
半
～
４
時
Ｖ
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
中

学
校
グ
ー
フ
ウ
ン
ド
▼
指
導
…
京
都

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
▼
申
込

み
…
社
会
教
育
課
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

◇

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

春
の
一
日
、
ご
家
族
や
グ
ル
ー

プ
で
太
陽
と
緑
い
っ
ぱ
い
の
野
山

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
は
は
じ
め
て
の
人

に
も
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
ぶ
あ
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
５
月
1
0
日
剛
、
受
付

が
午
前
８
時
半
～
1
0
時
▼
と
こ
ろ

・
・
・
塔
ノ
島
に
集
合
▼
競
技
形
式
…

ポ
イ
ン
ト
Ｏ
Ｌ
（
個
人
・
グ
ル
ー

プ
）
で
、
経
験
別
・
グ
ル
ー
プ
別

に
６
ク
ラ
ス
▼
参
加
料
…
個
人
・

グ
ル
ー
プ
と
も
三
百
円
。

な
お
、
は
じ
の
て
の
人
に
は
指

導
員
が
く
わ
し
ぐ
説
明
１
ま
す
。

（
社
会
教
育
課
）
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相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

5
月
分

市役所清掃課
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ヽ
ヽ
番
３
５
除
ヽ
ノ
派
３
市
前
赤
国
ヽ
中
ノ
開
以

塚
華
弐
神
山
を
山
中
ヽ
・
５
の
信
ｓ
ｓ
浦
正
壇
新
鉄

里
蓮
ヽ
天
丸
筋
ノ
新
裏

’
一
’

５
語
で
京
内
畑
西
の
ヽ
ヽ
国

一
ヽ
神
の
・
道
上
｀
屋
口
山
毛
ま
南
ノ
山
ヽ
西
庄
浦
ヽ

ヽ
５
楽
野
南
島
国
ヽ
荒
茶
ヽ
ノ
ノ
西
ヽ
前
ら
３
陣
北
戸
以
ノ
西
割

田
・
田
妙
ヽ
以
中
ヽ
竹
中
・
筋
南
ヽ
山
信
か
廟
一
～
瀬
鉄
北
ヽ
番

皆
山
・
琶
鉄
ヽ
山
大
ヽ
裏
道
ヽ
域
中
京
前
御
園
尾
大
国
３
ヽ
林
三

日
ヽ
番
琵
国
谷
寺
ヽ
田
西
府
尻
全
ヽ
南
銀
の
御
桧
一
一
東
川
梅
・

ヽ
振
壱
ヽ
ヽ
ヽ
ノ
ー
宮
ヽ
ロ
ノ
の
の
ノ
の
尻
ら
京
３
北
ｓ
一
畑
端
ノ
古
・
・
ニ

＃
＞
;
ヽ
雲
ロ
ー
ノ
中
筋
で
井
東
井
か
ヽ
浦
以
田
畠
内
南
芝
ヽ
林
。

ヽ
字
下
若
３

’
一
’、

ノ
山
ヽ
ノ 四

南
３
ヽ
道
ま
ヽ
以
ヽ
前
３
池
西
３
鉄
山
北
丿
一
一
の
田
大
一

、
ｌ
’
５
・
内
文
ヽ
ヽ
城
神
域
尖
棟
へ
Ｉ
棟
田
３
国
切
盛
鉄
森
銀
堀
の
島
国
畑
ヽ
中
中
山
東
西
ヽ
ヽ

村
舎
域
東
宇
山
落
全
野
全
ヽ
2
0
山
丿
内
3
2
蔭
山
ヽ
踏
平
近
若
京
３

四
南
ｋ
】
田
ヽ
ヽ
原
東
西
南
以
ヽ
添
角

上
宿
全
ヽ
ヽ
東
矢
く
ヽ
く
開
〃
里
裏
ノ
ゝ
ヽ
南
田
鉄
、
。
く
ヽ
ヽ
浦
３
ゝ
ヽ
詣
新
山
山
草
・
一
ｓ
鉄
前
野
福

ヽ
大
く
方
桜
ヽ
ヽ
除
谷
除
大
１
一
屋
山
師
面
ヽ
成
近
椋
除
谷
際
西
田
3
3
池
筋
の
蔭
蔵
金
中
島
畑
国
谷
：
３

島
京
除
乙
小
法
坂
を
大
を
ヽ
く
ヽ
茶
ヽ
浮
口
５
新
ら
旦
を
３
大
山
の
砂
ぐ
堀
道
ｙ
東
ヽ
御
ヽ
正
北
山
ヽ
３
ヽ
道
坂
東

木
ヽ
を
ｊ
ｊ
ヽ
ヽ
善
米
３
３
ｊ
筋
ヽ
ノ
ヽ
筋
尾
宅
谷
・
山
宅
３
ヽ
卜
筋
ヽ
か
ヽ
ヽ
ノ
島
筋
ヽ
ヽ
南
・
宅
ヽ
市
田
３
以
内
ヽ
揃
の
Ｉ
ヽ
南
ヽ
ノ
谷
路
島
界
折
ノ
ー

。
、
内
町
域
域
本
尻
ヽ
ヽ
域
域
域
道
域
塚
道
噸
住
生
臭
ノ
３
住
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木
ウ
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田
前
原
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以
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住
池
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遊
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域
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ヽ
中
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小
雀
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ヽ
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町

稔
ほ
誼
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観
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一
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公
器
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城南衛生管理組合
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収集もれの場合、連絡を//
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゜
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町
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感

倉
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原
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堀
遊
ヽ
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小
羽
蛇
北
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石
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（
Ｘ
‥
ｙ
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す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

もえないゴミ収集日程表 し尿収集日程表
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